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公表内容の概要（400 字以内）：日本の 4地域（神奈川、岡山、大阪、埼玉）で、2006 年か
ら 2019 年の間に分離された Mycoplasma pneumonia 554 株について遺伝子型別分析を行
った。2011 年と 2012年の分離株の 80% 以上は 1 型系統株が占めていたが、2015、2016 
年の流行期には 2型系統株が増加し、2017 年以降は 2型系統株が優位になっていた。2010
年以降、1型系統株の大半は 23S rRNA 遺伝子にマクロライド耐性変異を有していたが、2
型系統株はほとんどが変異なしであった。この調査の過程で新しい 1 型の亜型の p1 遺伝
子をもつ株も見つかり 1b型と命名した。また本研究では、M. pneumoniae の遺伝子型別法
MLVA、 MLSTおよび SNP-8 の解釈について検討するため、日本の分離株 81 株のゲノム
を解読するとともに、データベースに登録されている 156 株の M. pneumoniae ゲノムと
の比較を行った。 
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